
教育研究協議会

「拡張する学び」の実現

～真正な学びの視点から～
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パネリスト紹介
渡部竜也先生
東京学芸大学准教授　専門は社会科教育学、カリキュラム論、
授業設計論、教師教育、社会改造主義教育論研究。
主な著訳書に『主権者教育論――学校カリキュラム・学力・教師』（春風社、
２０１９年）、『歴史的思考――その不自然な行為』（サム・ワインバーグ著、
監訳、春風社、２０１７年）、『真正の学び／学力――質の高い知をめぐる
学校再建』（フレッド・M・ニューマン著、監訳、春風社、２０１７年）

『アメリカ社会科における価値学習の展開と構造――民主主義社会形成の
ための教育改革の可能性』（風間書房、２０１５年）などがある。

鼎談　「学び」のあるべき姿～真正性を視点として～
　アクティブ・ラーニング、主体的・対話的で深い学び、真正な学び、真正な評価など、近年になって教師が
聞くようになった言葉の数々が目的と方法を混在させ、困惑を生み出す一つの要因となってはいないでしょうか。
　いまこそ、学びのあるべき姿について考えてみる機会です。社会科教育学を専門とする東京学芸大学准教授
渡部竜也先生、ことば、文化、社会の教育を市民性教育の観点から捉える教育を専門とする東京学芸大学准教授
南浦涼介先生を迎え、本校研究主任・数学科教諭の柴田翔の３名をパネリストに、学びの真正性に関する議論を
通して、今日の教育の課題、授業の改善について、「学び」のあるべき姿について考えていきます。

南浦涼介先生
東京学芸大学准教授　専門はことば、文化、社会の教育を市民性教育の
観点から捉える教育。授業論、教育評価論。「内なる国際化」の時代に
おける外国人児童生徒などのマイノリティの存在をみすえた教育と
その教師教育。
主な著書に「学校現場にいる『あなた』の研究を行うために」細川
英雄（編）『研究計画書デザイン：大学院入試から修士論文完成まで

（増補改訂版）』pp.162-163（東京図書、２０１５年）、「国内研究誌に
学ぶ『意義ある研究』草原和博、溝口和宏、桑原敏典（編）『社会科教育学
研究法ハンドブック』pp.183-199（明治図書、２０１５年）などがある。

11 月 15 日（金）

令和元年度
東京学芸大学附属小金井中学校

小金井中 検索

【お問い合わせ】　東京学芸大学附属小金井中学校　TEL：042-329-7833
 HP：http://u-gakugei.ac.jp/~gkoganei/



国語
授業①　菅 俊輔　１年

「オツベルと象」を読む
～言葉を通して見つめる命
　　　　　　　　・生きる姿～

授業②　数井 千春　２年
こころを見つめ、問い続ける言葉
　　～「走れメロス」と私たち～

助言者　帝京科学大学　教授
　　　　　　松原 洋子　　
司会者　本校講師
　　　　　　石井 健介

社会
授業②　田﨑 義久　３年
震災に向き合う福島
　　～浪江町のまちづくり～

助言者　東京学芸大学　教授

　　　　　　荒井 正剛　　
司会者　本学非常勤講師

　　　　　　田中 秀夫

数学
授業②　樺沢 公一　１年
空間図形
～「対象／視点」を意識した
　　　　　　　　　指導の工夫～

助言者　静岡大学　名誉教授　
　　　　　　國宗 進　　
司会者　本校教諭

理科
授業①　宮村 連理　３年
ICT を活用して協働的に
　　　落下運動を表現する

助言者　横浜国立大学　教授

　　　　　和田 一郎
司会者　本校教諭

美術
授業①　大根田 友萌　２年

『学び問い続ける力』に
　　働きかけるきっかけづくり
～作品とタイトルの間に～

助言者　東京学芸大学　教授
　　　　　　相田 隆司　　
司会者　附属世田谷中学校
　　　　　　栗田 勉

保健体育
授業①　上野 佳代　１年
保健「自己決定へつなげる
　　　　　　　　　　問の在り方」
　
授業②　小松 恒誠　３年
体育理論「オリンピックを
　通して考えるスポーツのあり方」

助言者　東京学芸大学　教授
　　　　　　鈴木 秀人
　　　　東京学芸大学　准教授
　　　　　　佐見 由紀子　　

英語
授業①　荻原 真也　１年
生徒同士の学び合いを深める
　　　インタラクションの工夫
授業②　青柳 有季　２年
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司会・助言者
　　　　東京女子大学　講師
　　　　　　小菅 敦子
助言者　東京学芸大学教授
　　　　　　馬場 哲生　

道徳
授業②　大西 琢也　２年
道徳科の特色を生かした多様な
価値の中からの「拡張する学び」

助言者　東京学芸大学　教授　　
　　　　　　松尾 直博

【申込方法】
本校 HP より、事前申込を
受け付けております。
当日申込も可能です。

【参加費無料】

【昼食】
大学構内の食堂や購買、
周辺のお店の利用ができます。

本協議会は教育関係者の方々を
対象としております。
＊受検生と保護者の皆様は
ご参会いただけません。

会場のご案内
本校は大学構内にあり、
駐車場のご用意はできません。
公共交通機関をご利用ください。

ＪＲ中央線・西武線「国分寺駅」北口より 
　　徒歩約20 分

ＪＲ中央線「武蔵小金井駅」北口より
　 【京王バス】
　　6 番バス停「中大循環」行に乗車 
　　約5 分「学芸大東門」下車


